
第18回俳句コンテスト（令和４年度）⼊選作品（⼀般）

賞 作品 区分 氏名 住所区分

天

位
雪解田に映る蝦夷富士球子の絵　 兼題 江口和江 岩内町

雪解光セーラー服の肩に背に 兼題 遠藤静江 札幌市

海に出てしばし雪解の大河かな 兼題 水口　茂 北広島市

どこからも水の音する雪解風 兼題 石塚危行 札幌市

雪解道眉の凛々しき下校の子 兼題 笹森君子 釧路市

雪解や農事日誌の父の文字 兼題 石垣晶子 奈井江町

雪降れば雪の匂いのロシアかな 自由題 伊東礼子 釧路市

石狩の雪解田に立つ老夫婦 兼題 梶　鴻風 恵庭市

アラジンの魔法の解けて雪解かな 兼題 仁井峰子 帯広市

しばらくは海に馴染まず雪解川 兼題 畑中貴子 石狩市

少年の素振り百本雪解空 兼題 櫻井伸良 苫小牧市

青空へ子等のスキップ雪解ける 兼題 大森三枝子 北斗市

ふる里の駅に潮の香 雪解風 兼題 伊藤貞子 広尾町

足早に歩くしあわせ雪解風 兼題 菊地みさ子 山形県

雪解急大地の鼓動かすかなり 兼題 佐藤コヨ 喜茂別町

雪解川もんどり打って海へ出る 兼題 伊藤玉枝 小樽市

磯舟の舵取り祖父や雪解川 兼題 中矢真弓 石狩市

雪解けの校舎にひびくあいうえお 兼題 東　薫 石狩市

ゆるみたる手稲山より雪解川 兼題 深澤雅子 札幌市

産室に寝藁の用意雪解村 兼題 猪俣総恵 札幌市

太古よりパナウンクルの雪解風 兼題 石川　治 石狩市

石狩の野を雪解けの水すすむ 兼題 竹澤　聡 神奈川県

雪解水跨いで踏んではね上げて 兼題 樋口幸子 北広島市

雪解川石狩湾に流れ入る 兼題 梶　鴻風 恵庭市

番小屋のひかり貧しき雪解村 兼題 中島土方 新得町

唐突に帽子をさらふ雪解風 兼題 泉　恂子 奈井江町

よき声の花かたかごの野に通り 自由題 白岩文美 奈井江町

連山の日に日に動く雪解かな 兼題 小玉　聡 石狩市

石狩の大河へ急ぐ雪解川 兼題 田森つとむ 札幌市

やっと来た待ちわぶ蝦夷の大雪解　 兼題 宮崎淑子 砂川市

ごめ並ぶ髙き板塀雪解風 兼題 菊地勝弘 札幌市

つつみこむ雨やさしくて雪解かな 兼題 岩口紀子　 奈井江町

雪解川石狩湾に流れ込む 兼題 山根利子 石狩市

ヤン衆の眠りを覚ます雪解風 兼題 渡辺嘉之 古平町

猛けれども蒼海に果つ雪解川 兼題 松本きよし 岩内町

夫の肩借りて雪解の試歩のばす 兼題 坂本直子 札幌市

雪解して石狩に日矢海猫の声 兼題 板本敦子 札幌市

大雪解蝦夷の大地をさらけだし　　 兼題 西村千鶴子 札幌市

四阿のベンチ顔出す雪解かな 兼題 日下久翁 江別市

朝市の烏賊透き通る雪解かな 兼題 大久保昇 東京都

花川といふ名の街に雪解風 兼題 中村幸広 石狩市
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